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１、日々の実践で常に念頭においていること１、日々の実践で常に念頭においていること

• 実践の継続と斬新性

• 内容の深さ（大学や行政・地域との連携）

• 体験の大切さ（フィールドワークなど）

• 遊ぼうさいの心

• 新聞等の活用（資料収集）



さすが専門家は違うさすが専門家は違う



さすが専門家は違うさすが専門家は違う



おいしいぼうさいおいしいぼうさい

砂防ダムの仕組みを知り、そのあと土石流の代わりの
こんぺいとうを食べました。心に残りました。



１日の雨量国内
最多８５１ミリ





２、本実践を実施することで得られた成果２、本実践を実施することで得られた成果

興津地域でも土砂災害が起こることを認識すると

ともに、よりよい状況判断を行い、行動することが

大切だということを学びました。



３、実践を進める上で感じた困難性３、実践を進める上で感じた困難性

取り組みが始まった１年目は、事前に授業の流れは分かっていましたが、前日

最終打ち合わせ、次の日授業だったので戸惑いはありました。慣れてくると、戸

惑いは少なくなりましたが、土木の専門家や実践家と学校の連携教育を進める

上で、田舎は都会にいるよりは厳しい状況にあると考える。



４、土木の専門家及び実践者への要望４、土木の専門家及び実践者への要望

• 大雨注意報・大雨警報・土砂災害警戒警情報が出る雨量を児童が理解する教
材があればうれしい。

• 今回使用したり、今後使用する教材の入手法を知りたい。

• 今回行ったような授業を展開したいと考えるのだが、県内または近県で土木の
専門家及び実践家の講師をさがせるだろうか。


	１、日々の実践で常に念頭においていること
	さすが専門家は違う
	さすが専門家は違う
	おいしいぼうさい
	２、本実践を実施することで得られた成果
	３、実践を進める上で感じた困難性
	４、土木の専門家及び実践者への要望

